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 アカマツ平角材の乾燥（Ⅱ） 
－100℃以上の温度による乾燥－ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                        （担当 木材部 主任専門研究員: 久慈 敏） 

１ 研究のねらい 
 桟積みから炉出しまで一週間で含水率15％を

目標に、100℃以上の温度条件で乾燥した場合の

乾燥速度と仕上がり状況等を調べた。 

 

２ 試験方法 
 県産アカマツ心持ち平角材（幅 24 ㎝、厚さ

12 ㎝、材長４ｍ）について、蒸気式乾燥装置を

用いて、表１の乾燥スケジュールにより乾燥試

験を行った。なお、狂い防止のため桟積み上部

から圧締（総荷重約 2.5ｔ）を行った。 

 

３ 結 果 
(1) 乾燥速度 

 乾燥前後と約半年の養生後の含水率を表２に

示す。乾燥後の含水率は、条件Ａで 11.6～

15.6％、条件Ｂで 11.9～14.9％、条件Ｃで 12.8

～22.0％となり、条件Ａと条件Ｂではおおむね

一週間で含水率 15％の目標を満たした。 

(2) 消費した燃料の比較 

 条件Ａで乾燥した際の灯油の消費量を１とし

た場合、条件Ｂと条件Ｃではそれぞれ 1.7、1.2

となった。外気温等の条件が異なるため単純に

は比較できないが、湿球温度が高く、乾燥時間

が長い条件で燃料が多く消費された。 

(3) 表面割れ 

 表面割れは全体的に少なく、特に 100℃を超

える温度域で乾燥した場合に割れ面積が少ない

傾向が見られた。なお、養生中に割れは減少し

た（図１）。 

(4) 狂 い 

 乾燥に伴う狂い（そり、曲がり、ねじれ）の

うち、最も問題となるねじれの発生量を図２に

示す。養生中にねじれ等の狂いは大きくなるた

め、十分に養生してから集成挽きを行う必要が

ある。 

 
４ 成果の活用 
 アカマツ平角材について、比較的短期間で損

傷を少なく乾燥することが可能であることがわ

かったため、現場での活用が期待できる。 
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表１ 乾燥スケジュール 
 乾球温度 

（℃） 
湿球温度 
（℃） 

蒸煮時間 
（hr） 

乾燥時間 
（hr） 

冷却時間 
（hr） 

条件Ａ 105 80 8 88 48 
条件Ｂ 105 95 8 112 48 
条件Ｃ 100 97～80 8 159 72 

  注）条件Ｃは前回（研究成果速報No.45）報告済み。 
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図1　乾燥後と養生後の割れ面積
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図２　乾燥後と養生後のねじれの発生量
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表２ 乾燥前後と養生後の試験材の平均含水率 
 乾燥前 

（％） 
乾燥後 
（％） 

養生後 
（％） 

条件Ａ 61.4 13.4 12.3 
条件Ｂ 57.7 13.5 12.0 
条件Ｃ 73.8 16.8 13.0 

 


